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刀　銘 阿州泰吉作

　徳島県立博物館では、「徳島まるづかみ―“いのち”と“とき”のモノ語り―」をコンセプトにし
て、常設展の全面リニューアルを進めています。「徳島まるづかみ」とは、展示室に足を踏

ふ

み入れる
と、誰

だれ

もが「徳島らしさ」を知り、感じ取ることができる展示のコンセプトです。
　新常設展では、「コミュニケーションゾーン」を中心に、学芸員と来館者、来館者どうしが資料（モ
ノ）を介した対話や交流を大切にする展示をめざしています。
　本展示では、新常設展の目玉となる展示資料の一部を一足早く紹介します。また、展示をとおし
てモノについて「ともに語らう場」としての博物館を表現することを試みます。

ルリクワガタ

オオム
ラサキ

行ってみよう！

聞いてみよう！
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図２　守川保忠「四国旅日記」本文（文化10年２月29日条）

　今から208年前の文
ぶん

化
か

10年（1813）２月
27日（新

し ん

暦
れき

でいうと3月29日前後）に、居
き ょ

住
じゅう

地の下
し も

八
はち

万
まん

村
む ら

（徳
と く

島
し ま

市八
はち

万
まん

町）から、四
し

国
こ く

遍
へん

路
ろ

の旅に出た武士がいます。名前を橋
は し

本
も と

鹿
し か

太
た

郎
ろ う

と
いい、当時33歳でした。鹿太郎は別名を守

も り

川
かわ

保
やす

忠
ただ

と称
しょう

し、彼が書き記した遍路日記が「四
し

国
こ く

旅
たび

日
に っ

記
き

」（当館所蔵）です（図１）。
　橋本家は、城下近

きん

郊
こ う

の下八万村にありました。
徳島藩士としては父梶

か じ

助
すけ

が初代で、鹿太郎は2
代目でした。文

ぶん

政
せい

３年（1820）、41歳のとき
「御

お

料
りょう

理
り

方
かた

見
み

習
ならい

」（藩の料理係の見習）となり、
その後も城内や藩

はん

邸
てい

での料理を担当する役職を

歴任し、天
てん

保
ぽ う

８年（1837）に病により57歳で
亡くなっています。鹿太郎は藩の料理人である
一方で、金

きん

工
こ う

でもありました。守川保忠（号一
い っ

寉
か く

斎
さ い

）と称し（守川は母方の姓）、刀
と う

装
そ う

具
ぐ

など
金工品を造ることを内職としました。
　守川保忠の「四国旅日記」を読むと、四国遍
路に関する様々な情報を与えてくれます。例え
ば、中

なか

角
つの

村
む ら

（勝
かつ

浦
う ら

郡勝浦町）で餅の接待を受
けたこと（文化10年２月28日条）、日

ひ

和
わ

佐
さ

浦
う ら

（海
かい

部
ふ

郡美
み

波
なみ

町）で評判の平
ひ ら

戸
ど

屋
や

お谷の宿に泊
まったこと（３月１日条）、阿

あ

波
わ

の番所は難な
く通過できたが、土

と

佐
さ

甲
かん

浦
のうら

の番所では半
はん

時
と き

（約
１時間）の足止めを受けたこと（３月４日条）
などです。さらに、太

たい

龍
りゅう

寺
じ

（四国霊場第21番
札所）では、寺

じ

宝
ほ う

を拝観するとともに「大
たい

守
し ゅ

様
さ ま

御
お

成
な

り間」（徳島藩主専用の座敷）にも訪れて
います（２月29日条、図２）。
　これまで遍路日記は、四国遍路の研究上重要
な資料として活用されてきました。ただし、町
人や百姓身分の者が記した日記が中心で、武士
の遍路日記はほとんど知られていませんでした。
今回紹介した守川保忠「四国旅日記」を解読す
ることで、研究の新たな一面が見えてくるで
しょう。� （歴史担当：松永友和）図１　守川保忠「四国旅日記」（徳島県立博物館蔵）

　　　表紙と冒頭部分

守川保忠「四国旅日記」
－徳島藩士の四国遍路－

収蔵品
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参
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た
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御
仏
前
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ふ
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宝
物
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帳
い
た
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様
御
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行ってみよう！

聞いてみよう！
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図１　徳島市恵解山9号墳北棺出土人骨
　　　幼児の人骨

図２　徳島市犬山天神山古墳ST1007出土人骨
　　　老年女性の人骨

　古
こ

墳
ふん

時代（３世紀半ばから７世紀）には、日
本列島の広い範囲で約16万基もの古墳が築か
れました。しかし、そのうち被

ひ

葬
そ う

者
し ゃ

（埋
まい

葬
そ う

され
た人）の性別が明らかにされている古墳はごく
一部です。この背景には、日本特有の事情があ
ります。
　被葬者の性別は、古墳から出土する人骨、歴
史書や墓

ぼ

誌
し

など被葬者について記された文字資
料、遺

い

体
たい

に供
そな

えられた副
ふ く

葬
そ う

品
ひん

などから推定する
ことができます。しかし、日本の気候は湿

し つ

潤
じゅん

で
微生物が繁殖しやすいことに加え、酸性土壌が
基本なので、木製の棺

ひつぎ

や遺体などは遺
の こ

りにくい
のです。また、古墳時代の日本列島では文字が
あまり普及しておらず、被葬者について記した
文字資料はほとんどありません。さらに、副葬
品から性別を判断するのにも、ハードルがあり
ます。たとえば、古墳にしばしば副葬されるネッ
クレスや腕

う で

飾
かざ

りなどのアクセサリーは、現代で
は女性が身につけることが多いものですが、は

古墳の被葬者は女性？男性？
たして古墳時代にも同じような価値観だったか
どうかはわかりません。副葬品と性別を結び付
けるには、一定の検証作業が必要なのです。
　そのような中でも、石

せ っ

棺
かん

など腐らない棺材で
酸性土壌から遺体が保護され、かつ密閉空間が
保たれている場合は、人骨が遺っていることが
あります。こうした希少な出土例をもとに、被
葬者の性別や年齢に関する研究が行われていま
す。さらに、被葬者の人骨が出土した古墳で、
その性別と副葬品の種類との対応関係を分析す
ることで、女性が被葬者の場合に多い副葬品、
男性が被葬者の場合に多い副葬品がわかってき
ました。これによって、人骨が遺っていない場
合にも、この副葬品が出土すれば葬られている
のは女性/男性の可能性が高い、と判断できる
のです。徳島県内でも、徳

と く

島
し ま

市恵
え

解
げ

山
やま

古墳群や
犬
いぬ

山
やま

天
てん

神
じ ん

山古墳などでは、被葬者の性別や年齢
が明らかになっています（図１、２）。

（考古担当：岡本治代）

情報 B O X情報 B O X情報 B O X情報 B O X

徳島県立埋蔵文化財総合センター提供
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QQand
花の色の紙を作れるって本当ですか？

レファレンス

　植物の花は青や赤、紫、黄など様々な色をし
ています。これらの色の紙を作れたら楽しいで
すね。
　本誌118号（2020年３月発行）の「外来植
物とのつきあい方」の記事で、オオキンケイギ
クの花から色素を取り出し、木綿の布を染める
方法を紹介しました。木綿はワタの種子から取
り出した繊

せん

維
い

でできていて、セルロースが主成
分です。一方、紙の原料はパルプと呼ばれる植
物の茎や皮の繊維を原料としていて、これもセ
ルロースが主成分です。ということはオオキン
ケイギクと同じ方法で色を取り出し、パルプを
染めることができそうです。
　オオキンケイギクから色をとりだす方法をお
さらいしてみましょう。①花をボールに入れて、
10％のクエン酸溶液（クエン酸100gを水900
㏄に溶かしたもの）に一晩くらい漬

つ

け込みます。
②ザルなどで液を濾

こ

して花を取り出し、染色液
を作ります。③4時間以上木綿の布をつけて染
めます。④水洗いして余分な染色液を取り除き
ます。液が酸性になるため容器はアルミではな
く、ステンレスやプラスチックのボールを使い
ましょう。紙を作る場合は、③で木綿の代わり
にパルプを入れると染まります（図１）。
　パルプは一から作ることができますが、牛乳
パックを水につけておいて表面のビニールをは
ぐと、良質なパルプを簡単に得ることができま
す。図２と図３にいろいろな植物で染めたパル

プを示しました。重
じゅう

曹
そ う

などを加えてアルカリ
性にすると（アルカリ処理）、色が変わります。
また、花だけでなく、筍

たけのこ

や茄
な

子
す

の皮、ブルーベ
リーやブドウの実からも色を取り出すことがで
きます。ただ、すべての花から色を取り出せる
わけではなく、オオキンケイギクと同じキク科
で黄色の花をつけるカンサイタンポポは色が出
ません。これは、同じように見える色でもその
色素の種類が異なっているからです。オオキン
ケイギクのように酸で取り出せる黄色の色素も
あれば、タンポポのように酸では取り出せない
色素もあります。試してみたところ、一つの花
の中で黄色と紫色の部分があるパンジーの花で
は、紫色の部分からは色が取り出せて、黄色は
色が出ませんでした。一つの花の中に異なる種
類の色素を持つなんて、植物の世界は不思議な
ことがたくさんありますね。

（植物担当：小川　誠）

図２　植物から取り出した色で染めたパルプ。右からオオキ
ンケイギク、オオキンケイギク（アルカリ処理）、ヒ
メヒオウギズイセン、マダケの筍の皮、ヘクソカズラ

図３　植物から取り出した色で染めたパルプ。右からミツマ
タ、ヤナギバルイラソウ、ムクゲ、ペチュニア、ペチュ
ニア（アルカリ処理）

図１　オオキンケイギクで染めたパルプで漉いた紙。中央
の白い部分は、無染色のパルプを猫のクッキー型を
使って流し込んだもの
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4月から6月までの博物館普及行事　　あなたも参加してみませんか？

63 〒770-8070

往信
徳島市八万町
　　　向寺山
徳島県立博物館

＜往信の表面＞ ＜返信の裏面＞

何も書かないで
ください

63 〒

返信
あなたの
　郵便番号
　住所
　氏名

1.参加希望の
　行事名
2.参加希望者
　全員名
　（学年・年齢）
3.住所
4.電話番号
　（またはFAX番号）

＜返信の表面＞ ＜往信の裏面＞
往復はがきの記入例普及行事のお申し込みについて

◎1枚の往復はがきで、1行事のみ申し込むことができます。
◎行事日の1か月前から10日前までに、必着でお申し込み
ください。
◎返信用はがきには住所・氏名を記入してください。
◎希望者が多数の場合は抽選とし、詳細は当選された方
にお知らせします。
◎原則として、参加費は無料です。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加人数や申し込み
方法を変更する場合がございます。詳しくは、徳島県立博物館
のホームページをご覧いただくか、お電話でご確認ください。

※お問い合わせは、徳島県立博物館へ（電話 088-668-3636  FAX 088-668-7197）

特典がいっぱい！！博物館友の会

■年会費 　・個人会員2,000円　・家族会員3,000円
 (10月以降にご入会される場合、会費はそれぞれ半額となります｡）

■会員の特典
・友の会行事に参加できます。
・友の会の出版物やミュージ
アムショップの商品を、1割
引で購入できます。
・催し物案内や博物館ニュー
ス、会報などが、毎月お手元
に届きます。

　博物館友の会は、年間を通してさまざまな体験活動を行
い、自然や歴史･文化について理解を深めながら、楽しく
学んでいます。
　個人でも、ご家族でも、ご入会いただけます。みなさんも
参加してみませんか！

学校教育に博物館を！
　徳島県立博物館のもつ資源（もの・情報・人）を、学校
教育の場で有効に活用していただきたいと考えています。
●遠足　　　　　　　　●館内授業（博物館で）
●出前授業（学校で）　 ●博物館資料の貸し出し
●教材研究のお手伝い
・学習内容に関する質問や実
験･観察の方法など、何で
もお気軽におたずねくださ
い。動物、植物、地学、考
古、歴史、民俗、美術工芸
といった専門分野の学芸員
がご相談に応じます。まず
は、お電話ください。

※お問い合わせは、徳島県立博物館まで
　（TEL.088-668-3636 FAX.088-668-7197）

上記お問い合わせは、徳島県立博物館まで（電話 088-668-3636　FAX 088-668-7197）

シリーズ名 行　　事　　名 実施日 実施時間 申込 対　象（定員） 備　考

野外生きものかんさつ

中級クラス植物観察会4月 4月24日（土）10:00～17:00 要 小学生から一般（10） 県内・現地集合　長袖・長ズ
ボンなど　弁当・水筒持参

初めての植物かんさつ（春編）★ 4月25日（日）13:30～15:30 要 小学生から一般（15） 同日開催「ゼロから始める植物学」
花巡り！植物かんさつハイキング5月
－新緑の自然で癒やされよう－ 5月  9日（日）10:30～17:00 要 小学生から一般（15） 県内・現地集合　長袖・長ズ

ボンなど　弁当・水筒持参

川魚かんさつ★ 5月16日（日）10:00～12:00 要 小学生から一般（10）
初めての植物かんさつ（梅雨期編）★ 6月  6日（日）13:30～15:30 要 小学生から一般（15） 同日開催「ゼロから始める植物学」

中級クラス植物観察会6月 6月20日（日）10:00～17:00 要 小学生から一般（10） 県内・現地集合　長袖・長ズ
ボンなど　弁当・水筒持参

たのしい地学体験教室 化石のレプリカをつくろう★ 5月23日（日）13:30～15:00 要 小学生から一般（15） 材料費100円（高校生以下は不要）

生きものしらべ隊 スンプでかんたん顕微鏡かんさつ★   5月30日（日）13:00～15:00 要 小学生から一般（10）
ワクワクむかし体験 勾玉をつくろう   6月20日（日）13:30～15:30 要 小学生から一般（20） 材料費200円（高校生以下は不要）

徳島の考古学
スタートアップ
講 座

徳島の考古学スタートアップ講座①～⑤

  6月20日（日）10:00～12:00

要 高校生から一般(10）
①～⑤セット	
申込みは

6月10日（木）まで

8月28日（土）13:00～15:00
10月17日（日）13:00～17:00
12月19日（日）10:00～12:00
2月13日（日）13:00～17:00

ミュージアムトーク
ゼロから始める植物学ー植物用語編ー 4月25日（日）10:30～12:00 要 小学生から一般（20） 同日開催「初めての植物かんさつ」

ゼロから始める植物学ー名前の調べ方編ー 6月  6日（日）10:30～12:00 要 小学生から一般（20） 同日開催「初めての植物かんさつ」

役行者の虚実と修験道 6月27日（日）13:30～15:00 要 小学生から一般（20）

古文書で学ぶ歴史入門 ゼロからの古文書①～③
5月15日（土）

13:30～15:00 要 一般(15）
①～③セット	
申込みは、

5月6日（木）まで
6月19日（土）
7月17日（土）

海部自然・文化セミナー	
※海陽町立博物館共催

地中をうごめく未確認生物たち
－徳島に生息するミミズハゼの仲間－ 6月13日（日）13:30～15:00 不要 小学生から一般（20） 会場：海南文化館

特別陳列展関連行事
特別陳列展示解説
「展示を楽しむコミュニケーショントーク」 5月  2日（日）

14:00～15:00 不要 小学生から一般特別陳列展示解説
「展示を楽しむコミュニケーショントーク」 5月23日（日）

◎★印は「チャレンジ自由研究」対象行事です。　◎小学生が参加する場合は保護者同伴です。　◎全ての行事が「文化の森教室」に該当します。

　現在の常設展示室は、リニューアル工事のため、閉室しています。新しい常設展示室のグランドオープンは、令和３年８月上旬の予定です。

火おこし（出前授業・館内授業）

夜の文化の森たんけん
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